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中村 崇 
NAKAMURA Takashi 
 
 
最終所属部局 多元物質科学研究所・サステナブル理工学研究センター 
職名  教授 
生年月日 1949 年 11 月 1 日生 
出身学校 九州大学工学部冶金学科   1972 年卒業 
出身大学院 九州大学大学院工学研究科修士課程 1974 年修了 
  九州大学大学院工学研究科博士課程単位取得の上退学 
       1977 年 
取得学位 工学博士（九州大学）   1979 年 
略歴  九州工業大学講師   1977 年～1981 年 
  九州工業大学助教授   1981 年～1991 年 
  在外研究員としてトロント大学に留学 1983 年～1985 年 
  九州工業大学教授   1991 年～1998 年 
  東北大学素材工学研究所教授  1998 年～2001 年 
  東北大学多元物質科学研究所教授  2001 年～2015 年 
 
 
＜研究活動に関する情報＞ 
専門分野 
  非鉄製錬、リサイクル工学 
研究課題 
  1. 金属資源リサイクルプロセスの開発 
  2. 界面化学現象から見た金属素材プロセスの解析 
  3. 循環型社会構築のための社会システムに関する研究 
  4. 非鉄製錬における環境負荷元素の処理プロセスの開発 
所属学会 
資源素材学会、鉄鋼協会、日本金属学会、廃棄物資源循環学会、軽金属学会、
CIM、TMS 
学術受賞 
  1.中村崇 
昭和 60 年度軽金属学会論文賞 
氷晶石のアルミナの溶解挙動 
軽金属学会 1985.11 
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2.中村崇 
昭和 61 年度日本鉱業会奨励賞 
銅の乾式精製に関する研究（Encouragement award of The Mining & 
Materials Society Japan） 
日本鉱業会 1987.4 
3.中村崇 
第 9 回村上奨励賞 
金属製錬、特に銅の乾式製錬及び高温界面現象の解析（Encouragement 
award of Murakami Memorial Foundation） 
財団法人 村上記念会 1989.5 
4.中村崇 
第 16 回資源・素材学会論文賞 
銅電解精製における陽極中の不純物の挙動 
資源・素材学会 1991.4 
5.中村崇 
日本弁理士会会長奨励賞 
耐高温酸化特性に優れた複合硬質皮膜 
日本弁理士会 2003.10 
6.柴田悦郎, 中村崇 
平成 16 年度廃棄物学会論文賞 
溶融塩－スラグ間の重金属の分配挙動 （Distribution Behavior of Heavy 
Metal between Molten Chloride and Slag） 
廃棄物学会 2005.5 
7.張延玲、柴田悦郎、葛西栄輝、中村崇 
第 33 回資源・素材学会「論文賞」 
Vapor Pressure of Zinc and Zinc Chloride in the FetO -CaO-SiO2-Al2O3 
Slag System 
社団法人 資源・素材学会 2008.3 
8.中村 崇 
第 11 回学術功績賞 
非鉄金属を利用した廃棄物リサイクルプロセスの物理化学的研究 
資源・素材学会 2009.3 
9.中村 崇 
  第 50 回功労賞 
  銅合金技術研究会 2010.11 
10.中村 崇 
  60 周年記念功労賞 
  軽金属学会 2011.11 
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11.代表 中村 崇 
  第 16 回リサイクル技術開発本多賞 
Studies on Bromination and Evaporation of Zinc Oxide during Thermal 
Treatment with TBBPA (TBBPA の熱処理による酸化亜鉛の臭素化と揮発
に関する研究) 
財団法人クリーン・ジャパン・センタ― 2012.1 
12.黒木奈津子、松永恵里、大和田秀二、柴田悦郎、中村 崇 
  優秀ポスター賞 
単分散ヘマタイト微粒子におけるマイクロバブル浮選の有効性および超音
波照射による改善の検討 
環境資源工学会 2012.11 
13.中村 崇 
  谷川・ハリス賞 
  日本金属学会 2013.3 
 
 
特許 
1. 銅屑の溶解方法, 特願平 03-308535, 特許登録 2561987 (平 8.9.19)  
2. ＮｉめつきＣｕ－Ｆｅ系合金屑の溶解方法, 特願平 03-308534, 特許登録 2561986 
(平 8.9.19) 
3. 銅または銅合金の溶製法, 特願平 05-005378, 特許登録 3203848 (平 13.6.29) 
4. Ｔｅ含有銅系金属溶湯の処理方法, 特願平 05-084839 
5. ＡｌまたはＡｌ合金の製造方法, 特願平 06-003267, 特許登録 3346010 (平 14.9.6) 
6. 銅または銅合金表面のめっき剥離法, 特願平 06-221957 
7. ＡｌまたはＡｌ合金の溶解法, 特願平 06-223744  
8. Ｓｎ系めっきの除去法, 特願平 06-223745 
9. イオンプレーティングによる複合薄膜の形成方法及び複合薄膜形成用イオンプレ
ーティング装置, 特願平 07-108933, 特許登録 2790075 (平 10.6.12) 
10. 装飾性に優れた複合硬質薄膜の製造法, 特願平 07-280408 
11. 耐高温酸化特性に優れた複合硬質皮膜の形成法, 特願平 08-183858, 特許登録
3039381 (平 12.3.3) 
12. 黄銅中の鉛の除去方法, 特願平 08-292648 
13. 電気炉ダストの処理方法,  特願平 11-181577, 特許登録 3080947 (平 12.6.23) 
14. 発泡／多孔質金属製造用発泡剤, 特願 2001-169968, 特許登録 3771463 (平
18.2.17)  
15. 電気炉ダストの処理方法, 特願 2001-194472 
16. 発泡／多孔質金属製造用発泡剤及びその製造方法, 特願 2001-380522, 特許登録
3771488 (平 18.2.17) 
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17. 発泡／多孔質金属及びその製造方法, 特願 2002-039355, 特許登録 3805694 (平
18.5.19) 
18. 溶鋼用脱硫剤及びその製造方法, 特願 2002-141705 
19. 発泡／多孔質金属製造用発泡剤, 特願 2003-358447, 特許登録 3986489 (平
19.7.20) 
20. 脱硫方法および装置, 特願 2004-032626  
21. 水素副生脱硫方法および脱硫装置, 特願 2004-032624  
22. 金属系廃棄物と含イオウ化合物との反応を利用する低温水素製造法, 特願
2004-209385 
23. 高濃度微粒子濃縮物, 高濃度微粒子濃縮物の製造方法, 粉体および粉体製造方法, 
特願 2005-080614  
24. 硫黄酸化物を含むガスの脱硫方法および脱硫装置, 特願 2005-183163 
25. ナノカーボン材料の生成方法, 生成装置, 及びナノカーボン材料, 特願
2005-258287, 特許登録 4899045 (平 24.1.13) 
26. 廃水処理方法及び廃水処理システム, 特願 2005-305676 
27. 液体中懸濁物の分離装置及び分離方法, 特願 2006-217256  
28. 砒酸鉄粉末, 特願 2007-218855, 特許登録 5107637 (平 24.10.12) 
29. 前駆体及び発泡金属成形体, 並びにそれらの製造方法, 特願 2008-072133 
30. iron arsenate powder, "Appl.No.12/672,693", 特許登録 US 8,075,868 B2 (Dec. 
13, 2011)  
31. 多孔質マグヘマイト, およびマグヘマイトの製造方法, 並びに被処理水の処理方法, 
特願 2008-255296 
32. 砒酸鉄粉末およびその製造方法, 特願 2009-048841 
33. 酸化マグネシウム還元方法及び反応装置, 特願 2009-179739, 特許登録 5495010 
(平 26.3.14) 
34. 導電性酸化物及びその製造方法, 並びにそれを用いた透明導電膜, 特願
2009-186354 
35. 希土類元素の浸出方法, 特願 2010-051122  
36. 透明導電積層体付基板及びその製造方法, 特願 2011-551850  
37. 再生可能資源回収方法, 再生希土類酸化物, 再生フェロボロンおよび再生可能資源, 
特願 2013-051119  
 
 
競争的資金獲得実績 
臭素系難燃プラスチックの熱分解を利用した重金属含有汚泥の資源化に関す
る研究 
平成 20 年 文科省科研費 特別研究員奨励費 
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有機臭素系難燃剤を含有した低級廃プラスチックの熱分解を利用した重金属
含有汚泥の資源化プロセスに関する研究 
平成 19 年度～平成 21 年度 環境省科研費 
 
高度リサイクルのためのオキシハロゲン化合物の物理化学データベースの確
立 
平成 21 年度 文科省科研費 基盤研究（A） 
 
臭素系難燃プラスチックの熱分解を利用した重金属含有汚泥の資源化に関す
る研究 
平成 20 年度～平成 21 年度 文科省 特別研究員奨励費 
 
レアメタル再資源化総合システム評価技術開発 
平成 21 年度～平成 23 年度 環境省科研費 
 
希少金属の高度リサイクルに向けた金属臭化物の物理化学 
平成 23 年度～平成 25 年度 文科省科研費 基盤研究（A） 
 
プロジェクト名「透明電極向けインジウム使用量低減技術開発」 
平成 22 年～平成 23 年  
事業名：革新的部材産業創出プログラム/希少金属代替材料開発プロジェクト 
 
東北発素材技術先導プロジェクト（中村崇）希少元素高効率抽出技術領域 
平成 24 年～ 
 
 
＜教育活動に関する情報＞ 
担当授業科目（学内） 
 基礎ゼミ「グリーンテクノロジーのための材料とデバイス」 
 総合ゼミ 「サステナブル金属素材プロセス概論」 
 金属資源再生システム学 
 環境調和・福祉社会を拓く材料テクノロジー 
  
 （学外） 
 東京大学生産技術研究所 客員教授 
 大阪大学工学研究科 客員教授 
 秋田大学工学資源学部 客員教授 
 名古屋大学工学研究科 非常勤講師 
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 室蘭工業大学 客員教授 
 秋田大学国際資源学教育研究センター 客員教授 
 
＜大学運営に関する情報＞ 
 多元物質科学研究所 学務審議会委員 2008 年～2009 年 
 多元物質科学研究所 産学連携委員 2009 年～2010 年 
 多元物質科学研究所 安全・環境委員会委員 2010 年～2011 年 
 東北大学レアメタルグリーンイノベーション拠点 企画委員会副委員長 
  
 
＜社会活動に関する情報＞ 
報道 
新聞記事 
2007 年 8 月 8 日 秋田魁新報  
「小電」回収新産業の芽 大館・希少金属リサイクル試験 
2007 年 12 月 30 日 東京新聞 廃品から“採掘“ 
2008 年 8 月 22 日 読売新聞 「都市鉱山開発」一歩ずつ 
2008 年 9 月 15 日 東京新聞  
“ごみ”からレアメタル 動き始めた小型家電リサイクル 
2008 年 10 月 8 日 読売新聞 環境負荷低減のための資源リサイクル 
2008 年 10 月 15 日 日刊産業新聞 「レアメタルリサイクル現状と課題」 
2009 年 1 月 5 日 毎日小学生新聞  
環境のページ④ レアメタルなど“宝の山” 
2010 年 4 月 10 日 読売新聞  
「ここが聞きたい:『都市鉱山』発掘 規制緩和を」 
2010 年 5 月 20 日 日経新聞 資源戦略再考 メタルの死角 
2010 年 7 月 29 日 日経産業新聞、「RtoS 研究会: 廃棄物保管し将来資源化」 
2010 年 8 月 7 日 聖教新聞 都市鉱山に眠るレアメタル 
2010 年 11 月 25 日 秋田魁新報  
「対談: 東北大学 中村崇教授、 
DOWA ホールディングス 山田 政雄 社長」 
2010 年 11 月 27 日 週刊東洋経済、「Outlook: 中国発レアアース危機の教訓」 
2011 年 1 月 19 日 日刊工業新聞 「立ち向かう技術③銅リサイクル」 
2011 年 1 月 22 日 朝日新聞 今さら聞けない都市鉱山 
2012 年 2 月 13 日 週刊循環経済新聞  「電子機器 R 促進に期待」 
2012 年 3 月 1 日  日経産業新聞 
「レアメタル使用４０％減 電気伝導特性変わらず」 
2012 年 3 月 23 日   日経産業新聞 
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「テクノトレンド 誘起ＥＬ支える国産材料」 
2012 年 6 月 12 日 読売新聞 レアメタル 都市で“採掘” 
2013 年 3 月 11 日 日経産業新聞 都市鉱山で希少金属回収 
2013 年 11 月 16 日 河北新報  
先端技術 商機探る 東北大ラボツアー第 2 弾 
2014 年 7 月 29 日 日刊工業新聞  
車からレアメタル 東北発素材技術先導プロ 回収・再生で
新産業創出 
2014 年 9 月 18 日 日本経済新聞  
東北大、金属技術を中小に 摩擦低減やレアメタル再利用 
 2014 年 12 月 15 日 日経産業新聞 技術で作る未来 
 
 テレビ出演 
 2011 年 1 月 18 日 NHK クローズアップ現代 “都市鉱山”を狙え 
2013 年 2 月 10 日 BS フジ ガリレオ X  
都市に眠る大鉱脈 埋もれた宝を掘り起こせ 
2013 年 8 月 13 日 NHK おはよう日本（東北版）  
小型家電リサイクル法始動 
2014 年 4 月 27 日 NHK サキどり  
争奪！都市鉱山 レアメタルを回収せよ 
 
 
学外の社会活動 
 出前授業 
 木町通小学校（平成 15 年 9 月 4 日） 
 加茂小学校（平成 17 年 11 月 29 日） 
 幸町南小学校（平成 19 年 11 月 20 日）飲料容器のリサイクル 
  
 サイエンスパートナーシッププログラム事業 
 宮城県工業高等学校（平成 16 年 6 月 28 日）リサイクルの考え方 
 平成 20 年 9 月 16 日 
平成 20 年度東北大学・読売新聞社共同プロジェクト 
 “産学連携で目指すサステナビリティ”「地球環境への思いやり～東北大学の 
 挑戦～」 
環境負荷低減のための資源リサイクル 
 
平成 21 年 11 月 2 日 
JICA 環境を考慮した鉱物資源・リサイクル研修 
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“Recycling for man-made resources from a view point of environment 
 aspects in extractive metallurgy” 
 
 平成 22 年 2 月 21 日 
 カンボジア鉱物資源製錬研修 
  
平成 23 年 3 月 12 日 
アセアン鉱物資源・リサイクル研修 
The Training Program on Minerals/Metals Recovery and Recycling 
“Recycling for man-made resources from a view point of environment 
 aspects in extractive metallurgy” 
 
平成 23 年 7 月 25 日 
みやぎ県民大学 
“循環型社会構築に向けての社会システム” 
 
平成 23 年 8 月 24 日～26 日 
カンボジア鉱物資源製錬研修 
The Training Program on Minerals/Metals Recovery 
“Mineral Dressing and Extractive Metallurgy” 
 
平成 23 年 
鉱物資源研修 ミャンマー 
鉱物資源研修 ベトナム 
 
平成 24 年 
鉱物資源研修 ベトナム 
鉱物資源研修 ラオス 
 
 
行政機関・企業・NPO 等参加 
 経済産業省 産業構造審議会地球環境小委員会（WG）委員 
 経済産業省 産業構造審議会環境部会廃棄物・リサイクル小委員会 委員 
環境省 POPs BET/BAT 委員会 委員 
 環境省 中央環境審議会リサイクル小委員会 委員 
 石油天然ガス・鉱物資源機構  
希少金属資源開発推進基盤整備事業技術調査委員 
 石油天然ガス・鉱物資源機構 
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   低品位鉱石・何処理鉱石製錬技術委員会 委員 
 特定非営利活動法人 R to S 研究会 理事長（平成 21 年 5 月～） 
 
 
＜研究業績リスト＞ 
著書 
1． 中村 崇,  
『ゴミゼロ社会への挑戦－環境の世紀の知と技術 2004－』, 第 1 部 国家プロジ
ェクトとして進むゴミゼロ技術研究 1-5 日本学術会議の取り組み,  
日経ＢＰ社, 10-13, 2004 
2． 中村 崇,  
『貴金属・レアメタルのリサイクル技術集成』, レアメタルリサイクルの基本的
考え方 
NTS, 165-171, 2007 
3． 中村 崇, 中條 寛, 白鳥 寿一, 村上 進亮,  
『レアメタルのマテリアルフローと社会ストック』 
シーエムシー出版, 326-331, 2008 
4． 監修: 原田 幸明, 中村 崇,  
『レアメタルの代替材料とリサイクル』 
シーエムシー出版, 237-281, 2008 
5． 中村 崇, 有山 達郎, 井上 亮, 葛西 栄輝, 北村 信也, 佐藤 修彰, 柴田 悦郎, 
柴田 浩幸,  
『サステナブル金属素材プロセス入門－循環型社会の構築のために－』,  
アグネ技術センター, 1-5, 20-30, 72-83, 94-112, 182-190, 2009 
6． 監修: 伊藤 秀章／中村 崇,  
『金属資源のマテリアルフローとリサイクル技術』 
シーエムシー出版, 13-21 2010 
7． 町田 憲一 監修, 中村 崇,  
『レアアースの最新技術動向と資源戦略』 
シーエムシー出版, 121-126, 2011 
8． Sri Harjanto, Eiki Kasai, and Takashi Nakamura,  
“Remediation of Dioxins Contaminated Soil and Fly Ash”,  
LAP LAMBERT Academic Publishing, 2011 
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溶融塩‐スラグ間の重金属の分配挙動 
第 15 回廃棄物学会研究発表会 仙台市 2005.10 
34． 柴田悦郎, 中村 崇, 川本克也, 倉持秀敏 
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 金属資源環境システムと技術のあり方 
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2007.9 
42． 中村 崇, 白鳥 寿一 
 R to S 人工鉱床の現状 
 廃棄物学会 リサイクルシステム研究会小集会 つくば市 2007.11 
43． 中村 崇 
 クリティカルメタルの日本産業における位置づけ 
 レアメタルを中心とした鉱物資源シンポジウム 東京都 2008.7 
44． 中村 崇 
 金属素材プロセスからリサイクル・総合資源開発への転換戦略 
 原田研究奨励賞授賞式記念講演 仙台市 2008.7 
45． 中村 崇 
 資源制約下の環境エンジニアリングの方向性 
 エンジニアリングシンポジウム 2008 東京都 2008.11 
46． 中村 崇 
 R to S (人工鉱床化）が切り開いたもの 
 都市鉱山開発研究会Ⅱ 東京都 2008.12 
47． 中村 崇 
 レアメタル資源の総合対策 リサイクルと代替技術開発の現状 
 近化資源セミナー 資源危機（レアメタル編） 大阪府 2008.12 
48． 中村 崇 
 クリティカルメタルのリサイクルの現状 
 表面技術協会第 119 回講演大会 甲府市 2009.3 
49． 中村 崇 
 非鉄金属素材のリサイクルシステム 
 資源・素材学会平成 21 年度春季大会 習志野市 2009.3 
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50． 中村 崇, 大蔵隆彦, 岡部 進 
 非鉄製錬・リサイクル中核人材育成プログラム実施報告 
 資源・素材学会平成 21 年度春季大会 習志野市 2009.3 
51． 中村 崇 
 ELV も含む廃電子機器からのレアメタルリサイクルの現状と将来 
 2009NEW 環境展 東京都 2009.5 
52． 中村 崇 
 非鉄金属リサイクルの現状と課題―非鉄金属企業の役割・期待― 
 平成 21 年製錬現場担当者会議 東京都 2009.6 
53． 中村 崇 
 金属資源循環システム構築とその技術開発 
 日本表面科学会関西支部＆日本真空協会関西支部合同セミナー2009 神戸市 
2009.7 
54． 中村 崇 
 クリティカルメタル循環使用へのロードマップ 
 第 4 回産総研レアメタルシンポジウム 東京都 2009.10 
55． 中村 崇 
 金属素材から見た資源循環のシステムと技術 
 平成 21 年度循環型社会形成推進研究発表会 福岡市 2009.10 
56． 中村 崇 
 クリティカルメタルの資源と循環使用 
 日本学術会議 材料工学シンポジウム－日本の生きるべき新しいパラダイム 
 と材料工学－ 東京都 2010.1 
57． 中村 崇 
 資源循環型社会構築とその環境への影響 
 第 24 回環境工学連合講演会 東京都 2010.4 
58． 中村 崇 
 リサイクル工学の今を語る 
 平成 22 年度廃棄物処理施設技術管理者中央研究集会 東京都 2010.6 
59． 中村 崇 
 レアメタルリサイクルの現状と課題 
 平成 22 年度九州環境クラスター大学 福岡県若宮市 2010.9 
60． 中村 崇 
 金属資源戦略とそのボトルネック 
 グリーン・イノベーション実現に向けての材料研究課題と展望 東京都 
2011.6 
61． 中村 崇 
 レアメタルリサイクル技術の最近の動向と課題 
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62． 菊地 茂, 板 明果, 中村 崇 
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 非鉄製錬における環境負荷元素の取り扱いの歴史と現状 
 資源・素材学会 平成 24 年度春季大会 東京都 2012.3 
64． 柴田悦郎, 中村崇 
 水銀条約と非鉄製錬における水銀回収 
 資源・素材学会平成 24 年度春季大会 企画発表「非鉄製錬における環境負荷 
 元素の取り扱いとその有効利用」 東京都 2012.3 
65． 中村 崇 
 希土類元素サプライチェーンの確立を目指して 
 日本希土類学会第 29 回希土類討論会 札幌市 2012.5 
66． 中村 崇 
 レアメタルリサイクルの動向 
 化学工学会 第 44 回秋季大会 仙台市 2012.9 
67． 中村 崇 
 自動車関連レアメタルのリサイクルの現状と考え方 
 日本鉄鋼協会平成 24 年秋季大会 松山市 2012.9 
68． 柴田悦郎, 殿本宗久, 小野寺直美, 飯塚 淳, 中村 崇 
 海底熱水鉱床鉱石の直接精錬に向けた基礎的研究 
 平成 24 年度 資源・素材学会 秋季大会 企画発表「海洋鉱物資源の開発に 
 向けた現状と課題」 秋田市 2012.9 
69． 柴田悦郎, 中村 崇 
 銅製錬におけるスラグ／マット分離の状況と課題 
 平成 24 年度 資源素材学会 秋季大会 企画発表「銅製錬スラグの現状と課 
 題及び展望」 秋田市 2012.9 
70． 中村 崇 
 レアメタルリサイクル 
 グリーンイノベーション EXPO2012 東京都 2012.11 
71． 中村 崇 
 小型家電のリサイクル制度化の動きとその目的 
 第 27 回グリーンケミストリー研究会 東京都 2012.11 
72． 中村 崇 
 非鉄金属鉱業を持続可能にする環境負荷元素の管理 
 「非鉄金属業界の有害元素の管理事情」シンポジウム 東京都 2012.11 
73． 中村 崇 
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 レアメタルの回収システムと技術の調和 
 循環型社会形成推進研究発表会 東京都 2012.12 
74． 中村 崇 
 我が国の非鉄製錬業のサステナブル戦略 
 東京大学生産技術研究所 非鉄金属資源循環工学寄付研究部門 開設記念シ 
 ンポジウム 東京都 2013.1 
75． 中村 崇 
 金属素材リサイクルビジネスの将来展望 
 あおもりエコタウン新規事業創出業務 八戸市 2013.2 
76． 中村 崇 
 金属リサイクルにおけるハロゲン化合物の物理化学とプロセス開発 
 金属学会春期講演大会 東京都 2013.3 
77． 中村 崇 
 これからのレアメタル循環戦略と技術開発 
 第 6 回レアメタル資源再生技術研究会 名古屋市 2013.7 
78． 中村 崇 
 素材リサイクルのシステムと技術の協同の重要性 
 平成 25 年度産総研環境・エネルギーシンポジウム 戦略的都市鉱山が開く国 
 内資源循環の未来～リサイクル技術と生産技術の融合～ 東京都 2013.8 
79． 中村 崇 
 環境負荷元素の制御に関する基本的考え方 
 資源・素材学会 平成２５年度秋季大会 札幌市 2013.9 
80． 中村 崇 
 資源循環システムの構築とリサイクル技術 
 環境ビジネス委員会 3R リサイクル研究会 仙台市 2013.10 
81． 中村 崇 
 金属素材の循環戦略とそのための技術 
 東北大学多元物質科学研究所 第 22 回素材工学研究会 仙台市 2013.11 
82． 中村 崇 
 レアメタルリサイクルにビジネスチャンスはあるか 
 第 11 回レアメタルリサイクル産学官連絡会議 福岡市 2013.11 
83． 中村 崇 
 環境、教育問題から見た我が国の非鉄製錬業の持続可能性 
 レアメタル研究会 東京都 2014.3 
84． 中村 崇 
 資源効率の観点から見た解体技術とソーティングの可能性 
 鉄鋼協会 第 167 回春季講演大会 東京都 2013.3 
85． 中村 崇 
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 レアメタルリサイクルの成果と発信 
 資源・素材学会 平成 26 年度春季大会 東京都 2013.3 
86． 中村 崇 
 非鉄金属素材の供給と素材循環使用に関する考え方 
 日本学術会議公開シンポジウム「環境を考慮した材料の循環使用に関するシン 
 ポジウム」 東京都 2014.4 
87． 中村 崇 
 希土類元素の有効利用について 
 室蘭工業大学環境調和材料工学研究センター 成果報告会および特別講演会 
 室蘭市 2014.5 
88． 中村 崇 
 希少元素高効率抽出技術領域の紹介 
 資源・素材学会平成 26 年度秋季大会 熊本市 2014.9 
89． 柴田 悦郎、Oleszek Sylwia, Grabda Mariusz, 飯塚 淳、佐藤真樹子、小野 
 寺直美、中村 崇 
 廃電気・電子機器の乾式処理に関する基礎的検討 
 資源・素材学会平成 26 年度秋季大会 熊本市 2014.9 
90． 中村 崇 
 電子材料スクラップからのレアメタル回収 
 第 75 回応用物理学会秋季学術講演会 札幌市 2019.9 
91． Mariusz Grabda, Sylwia Oleszek-Kudlak, 柴田悦郎、中村 崇 
 臭素系難燃剤含有廃プラスチックを利用した EAF ダスト処理の可能性 
 鉄鋼協会 第 168 回秋季講演大会 資源環境フォーラム 名古屋市 2014.9 
92． 中村 崇 
 資源効率から見た金属資源の循環の在り方 
 鉄鋼協会 第 66 回白石記念講座 「枯渇する金属資源に「今」我々ができる 
 こと・すべきこと～金属資源確保と材料設計の元素戦略～」 東京都 2014.10 
93． 中村 崇 
 E-scrap リサイクルの現状と方向性 
 E-scrap シンポジウム 東京都 2014.11 
94． 中村 崇 
 今こそ都市鉱山の開発を！ 
 SURE コンソーシアム設立記念シンポジウム 戦略的都市鉱山が拓く日本の 
 資源循環の未来 東京都 2014.12 
95． 中村 崇 
 失敗から学ぶ非鉄製錬プロセスの考え方 
 日本学術振興会第 69 委員会内講演 船橋市 2015.1 
96. 中村 崇 
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 レアメタル高効率抽出技術開発プロジェクトについて 
 福岡県第 12 回レアメタルリサイクル産学官連携会議 福岡市 2015.1 
97. 中村 崇 
 欧米のレアメタルリサイクルの現状と国際協力 
 第 9 回レアメタル資源再生技術研究会 名古屋市 2015.3 
 
 
国際招待講演 
1． Takashi Nakamura 
Recycling of Metals for the coming Environmental Century 
Fifth International Symposium on East Asian Recycling Technology 
つくば市 1999.6 
2． Takashi Nakamura 
A Role of Recycling in Sustainable Development 
The Forth International Conference on Eco-materials 岐阜市 1999.11 
3． T.Takasu,H.Itou,T.Nakamura,K Uno,K.Sato,H.Harada 
A New EAF Dust Treatment Using a Nitric Acid Solution 
Waste Processing and Recycling in Mineral and Metallurgical Industries Ⅳ
(CIM,2001) カナダ、トロント 2001.8 
4． E.Shibata,S.Yamamoto,E.Kasai,T.Nakamura,H.Koyo,M.Maeda 
Effect of Oxygen on Behavior of PCDD/Fs Formed during Heat Treatment 
of PVC and Copper Oxide Mixture 
21st International Symposium on Halogenated Environmental Organic 
Pollutants & POPS (Dioxin 2001) 韓国 慶州 2001.9 
5． Shunsuke.Kuzuhara,Eiki Kasai,Takashi Nakamura,Etsuro Shibata 
Formation of PCDD/Fs from the Composite of Graphite and Chloride 
21st International Symposium on Halogenated Environmental Organic 
Pollutants & POPS (Dioxin 2001) 韓国 慶州 2001.9 
6． Takashi Nakamura,Eiki Kasai,Etsuro Shibata 
Present Statement of Metal Recycling and Dioxin Problems 
The Fourth International Conference on Materials Engineering for 
Resources (ICMR2001) 秋田市 2001.10 
7． Tomio Takasu,Hideyuki Itou,Etsuro Shibata,Eiki Kasai,Takashi Nakamura 
Direct Observation on Pyrolysis of Some Plastics 
The Fourth International Conference on Materials Engineering for 
Resources (ICMR2001) 秋田市 2001.10 
8． Takashi Nakamura 
The Role of the Metallurgical Industry in the Recycling-Based Society 
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International Conference on the Sustainable Processing of Materials 
オーストラリア ケアンズ 2002 
9． Takashi Nakamura 
Contribution of the Japanese Non-Ferrows Industry To a Circulatory 
Society 
7th East Asian Resources and Recycling Symposium  台湾  高雄市 
2003.11 
10． Katsuhiko Nakajoh, Etsuro Shibata, Tomohiro Todoroki, Atsushi Ohara, 
Katsushi Nishizawa, Takashi Nakamura 
Experimental Determination of Vapour Pressures and Activity Coefficients 
for Major PCB Congeners in Commercial Mixtures 
25th International Symposium on Halogenated Environmental Organic 
Pollutants and POPs (DIOXIN2005) カナダ トロント 2005.8 
11． Sylwia Oleszek-Kudlak, Xian-Wei Li, Mariusz Grabda, Etsuro Shibata, 
Takashi Nakamura 
Measurements of Enthalpies of Fusion and Melting Temperatures for 27 
Polychlorinated Dibenzo-p-dioxins and Dibenzofurans 
25th International Symposium on Halogenated Environmental Organic 
Pollutants and POPs (DIOXIN2005) カナダ トロント 2005.8 
12． Katsuhiko Nakajoh, Etsuro Shibata, Tomohiro Todoroki, Atsushi Ohara, 
Katsushi Nishizawa, Takashi Nakamura 
Prediction of Vapour Pressures for Selected PCBs using the COSMO-RS 
Model 
25th International Symposium on Halogenated Environmental Organic 
Pollutants and POPs (DIOXIN2005) カナダ トロント 2005.8 
13． Katsuhiro Tomoda, Mototsugu Matsuno, Takashi Nakamura, Tomio Takasu 
Detoxification and Recycling of Fly Ash from Waste Melting Systems 
European Metallurgical Conference 2005 ドイツ ドレスデン 2005.9 
14． Nobuaki Sato, Hiroki Iiduka, Etsuro Shibata, Takashi Nakamura 
Hydrogen Production and Fixation of Sulfur from H2S by Reaction with 
MOx and M(OH)x 
European Metallurgical Conference 2005 ドイツ ドレスデン 2005.9 
15． Takashi Nakamura 
Zinc Recycling Technology Now And In The Future 
Lead & Zinc '05 京都市 2005.10 
16． Takashi Nakamura 
Fly ash treatment in Japan and the new oxygen-enriched WTE in Sendai 
WTERT 2005 Fall Meeting at Columbia University アメリカ ニューヨー
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ク 2005.10 
17． Takahiko Okura, Takashi Nakamura 
Supply and Demand of Sulfer in Asia 
The 8th International Symposium on East Asian Resources 
RecyclingTechnology (EARTH 2005) 中国 北京 2005.11 
18． Yanling Zhang, Eiki Kasai, Takashi Nakamura 
Thermodynamic Approach to the Remove/Recovery of Zinc and Lead from 
FeO-CaO-SiO2-Al2O3-Fe2O3 Slag System 
The 8th International Symposium on East Asian Resources 
RecyclingTechnology (EARTH 2005) 中国 北京 2005.11 
19． Etsuro Shibata, Masayuki Maeda, Takashi Nakamura, Hiroyuki Umezawa, 
Masahiro Iseki, Daizou Takaoka, Masashi Yasuda, Motoyuki Tsuihiji, 
Kouichi Hara 
Recycling of Sludge from Chemical-Mechanical Polishing (CMP) Waste 
Water Treatment 
The 8th International Symposium on East Asian Resources 
RecyclingTechnology (EARTH 2005) 中国 北京 2005.11 
20． Takashi Nakamura, Etsuro Shibata, Tomio Takasu, Hideyuki Itou 
Basic Consideration on EAF Dust Treatment Using Hydrometallurgical 
Processes 
The 5th Japan/Korea International Symposium on Resources Recycling and 
Materials Science 北九州市 2007.12 
21． Takashi Nakamura 
Present Status of POPs Emissions from Metallurgical Industries in Japan 
2nd Workshop on Reduction of Unintentional POPs in East Asian Countries 
東京都 2009.3 
22． Takashi Nakamura 
Thermodynamic Properties of Dioxins-Measurements and Calculation 
The X Jubilee Polish Conference Dioxin in Industry and the Environment 
ポーランド クラコウ 2009.6 
23． Takashi Nakamura, Atsushi Muramatsu, Yoshiyuki Kawazoe 
Development of Technologies for Reducing Indium Usage in a Transparent 
Conducting Electrode Russian-Japanese workshop 
State of Materials research and new trends in material science 
ロシア ノボビルスク 2009.8 
24． Takashi Nakamura 
Present Status of Recycling of Non-ferrous Metals in Japan 
1st CHAINA-JAPAN JOINT FORUM ON ENERGY AND 
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ENVIRONMENTAL ISSUES FOR METALLURGICAL AND MATERIAL 
PROCESSES 中国 2009.9 
25． Takashi Nakamura 
Recovery Technology of Rare Metals from Waste of Electric & Electronic 
Equipments 
9th International Conference Eco Materials 京都府相楽郡 2009.11 
26． Takashi Nakamura 
A strategy of metal resources for sustainable development in Japan 
Workshop on Frontier Materials (FRONTIER-2009) 仙台市 2009.11 
27． Takashi Nakamura 
A strategy of metal resources for sustainable development in Japan 
The 8th Korea/Japan International Symposium on Resources Recycling and 
Materials Science 韓国 ソウル 2010.6 
28． Takashi Nakamura 
Recycling system and Technologies of E-scrap in Japan 
Eco Balance 2010 東京都 2010.11 
29． Takashi Nakamura, Sayaka Ita, Etsuro Shibata 
Trials of Small-Size E-Scrap Recycling System in Japan 
5th World Recycling Forum 2010 香港 2010.11 
30． Takashi Nakamura 
E-Scrap Recycling in Japan 
Sustainability Symposium オーストラリア シドニー 2011.7 
31． Takashi Nakamura 
E-Scrap Recycling System and Technologies in Japan 
Fray Symposium メキシコ カンクン 2011.11 
32． Sayaka Ita, Etsuro Shibata, Takashi Nakamura 
E-scrap Recycling System And Technologies In Japan 
Fray Symposium メキシコ カンクン 2011.11 
33． Takashi Nakamura 
Recycling System and Technologies of Electronics Appliances Including 
LCD in Japan 
The 18 th International Display Workshops 名古屋市 2011.12 
34． Takashi Nakamura, A. Inaba 
A Strategy of Metal Supply for Sustainable Development and Supporting 
Technologies for It in Japan 
TMS2012 141st Annual Meeting フロリダ 2012.3 
35． Takashi Nakamura 
Aluminium Metallic foams made by carbonate foaming agents 
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第 10 回資源リサイクルと材料科学に関する日韓シンポジウム 韓国大田市 
2012.5 
36． Takashi Nakamura 
Rare Metal Recycling from Small Home Appliance 
2013 Jade Mountain Forum on Sustainable Environment 台湾 台南市 
2013.4 
37． Takashi Nakamura 
E-wastes Recycling in Japan 
2013 International Symposium on Recycling of Valuable Resources from 
E-wastes 韓国 大田市 2013.9 
38． Takashi Nakamura 
Control of Accompany Metals in Copper Smelting 
非鉄鉱業・非鉄製錬業分野におけるチリ・日本間の産学官連携ワークショップ
（東大フォーラム） チリ サンチャゴ 2013.11 
39． Takashi Nakamura 
Sustainability and Environment Issues on Copper Smelting 
Copper International Conference 2013 チリ サンチャゴ 2013.12 
40． Takashi Nakamura 
Direct observation of marangoni convection in molten salts 
The 9th Workshop on Reactive Metal Processing 
アメリカ パサデナ 2014.2 
41． Takashi Nakamura 
E-Scrap Recycling System and Technologies in Japan 
247th ACS National Meeting & Exposition アメリカ ダラス 2014.3 
42． Takashi Nakamura 
E-Scrap Recycling System and Technologies in Japan 
The 12th Korea/Japan International Symposium on Resources Recycling 
and Materials Science 韓国 大田市 2014.4 
43． Takashi Nakamura 
Present status of Recycling on Cellar Phones, Batteries and Luminescence 
Tubes, and their Treating Technologies in Japan 
中国循環経済発展フォーラム 中国 北京市 2014.11 
44． T.Nakamura, M.Sato, H.Ishikawa, S.Owada, S.Murakami, N.Kawamura 
Recycling system and technologies for critical metals recycling from ELV in 
Japan 
Care Innovation 2014 オーストリア ウイーン 2014.11 
45． Takashi Nakamura 
New Trend of e-scrap recycling technologies 
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International Conference on Processing of Lean Grade and Urban 
Ores(IC-LGO 2015) インド ジャムシェドプル 2015.1.20 
46． Takashi Nakamura 
How to Recover Minor Rare Metals from E-scrap Recycling 
TMS 2015 アメリカ フロリダ 2016.3.16 
 
